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一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
銀

中

島

圭

一

は
じ
め
に

パ
リ
貨
幣
博
物
館
（M

usée
de

la
M
onnaie

de
Paris

）
に

は
、
図
１
の
よ
う
な
、
金
属
板
を
プ
レ
ス
し
て
貨
幣
を
製
造
す
る

の
に
用
い
る
打
刻
型
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
１
）
。
か
つ
て
の
博
物
館
の

所
蔵
品
目
録
で
は
、
コ
ー
チ
シ
ナ
（
現
ベ
ト
ナ
ム
）
の
貨
幣
型
と

さ
れ
て
い
た
が
、
写
真
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
日

本
の
一
両
銀
の
打
刻
型
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
で
は
存
在
が
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
、
本
稿
で
は
こ
の
打
刻
型
の
概

要
と
日
仏
双
方
の
関
係
史
料
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
製

作
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
跡
付
け
、
型
を
用
い
て
作
ら
れ
た
一

両
銀
の
試
作
品
の
行
方
を
考
え
て
み
た
い
。

一

打
刻
型
と
フ
ラ
ン
ス
側
の
関
連
史
料

貨
幣
の
表
面
と
裏
面
の
型
は
、
直
径
一
〇
四
・
三
ミ
リ
、
厚
さ

二
三
・
六
ミ
リ
の
円
形
の
金
属
の
中
央
に
、
直
径
六
二
ミ
リ
、
厚

さ
三
二
・
二
ミ
リ
の
本
体
を
セ
ッ
ト
し
て
あ
り
、
打
刻
面
は
長
径

五
七
ミ
リ
、
短
径
四
一
・
二
ミ
リ
の
楕
円
形
。
な
お
、
こ
の
型
を

用
い
て
作
ら
れ
る
一
両
銀
の
サ
イ
ズ
は
、
長
径
五
五
・
三
ミ
リ
、

短
径
三
九
・
二
ミ
リ
で
あ
る
。
側
面
の
型
は
、
直
径
一
三
〇
ミ
リ
、

厚
さ
六
・
五
ミ
リ
の
金
属
板
の
中
央
に
、
長
径
五
八
・
七
ミ
リ
、

短
径
四
二
・
一
ミ
リ
の
楕
円
形
の
穴
を
空
け
た
も
の
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
鋼
鉄
製
で
、
表
面
型
は
一
七
一
八
グ
ラ
ム
、
裏
面
型
は
一

七
〇
八
グ
ラ
ム
、
側
面
型
は
五
八
八
グ
ラ
ム
。
本
来
は
バ
ー
ル

B
arre

家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
ノ
ー
ト

一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
銀

一
五
七
（
一
五
七
）



図 1 一両銀貨幣型（photo : Jean-Jacques Castaing, Monnaie de Paris�）

史
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十
九
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
の
貨
幣
や
切
手
の
原
版
を
彫
る
仕
事
を

担
っ
て
い
た
の
が
バ
ー
ル
家
（
２
）
で
、
ジ
ャ
ッ
ク
�
ジ
ャ
ンJacques-

Jean
B
arre

（
一
七
九
三
〜
一
八
五
五
、
通
称
バ
ー
ル
父
）
と
そ

の
子
デ
ジ
レ
�
ア
ル
ベ
ー
ルD

ésiré-A
lbert

B
arre

（
一
八
一
八

〜
一
八
七
八
、
通
称
ア
ル
ベ
ー
ル
）、
さ
ら
に
ア
ル
ベ
ー
ル
の
兄

ジ
ャ
ン
�
オ
ー
ギ
ュ
ス
トJean-A

uguste

（
一
八
一
一
〜
一
八
九

六
、
通
称
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
、
彫
刻
家
と
し
て
著
名
）
の
三
代
に
わ

た
っ
て
、
そ
う
し
た
製
版
の
責
任
者
を
務
め
て
き
た
。
問
題
の
一

両
銀
の
打
刻
型
は
、
子
孫
の
ア
ン
リ
・
ル
ニ
ュ
ー
ル
�
バ
ー
ル

H
enriR

egnoul-B
arre

に
よ
っ
て
、
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
が
一
八
七

八
〜
七
九
年
に
作
っ
た
コ
ー
チ
シ
ナ
の
貨
幣
に
比
定
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
一
九
九
一
年
に
亡
く
な
っ
た
ア
ン
リ
・
ル
ニ
ュ
ー

ル
�
バ
ー
ル
の
遺
品
の
内
、
二
〇
〇
二
年
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
パ

リ
の
郵
便
博
物
館
（M

usée
de

la
Poste

）
の
所
有
に
帰
し
た

バ
ー
ル
父
子
の
帳
簿
類
（
計
一
二
点
）
の
中
か
ら
、
こ
の
打
刻
型

の
製
造
を
め
ぐ
る
経
緯
を
物
語
る
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
の
発
信

文
書
控
が
見
つ
か
っ
た
。
以
下
に
翻
訳
を
掲
げ
る
（
原
文
は
別

掲
）。

【
史
料
１
（
３
）
】

（
左
欄
外
見
出
し
）
「
貨
幣
記
念
貨
委
員
長
宛
／
日
本
貨
幣
の
件
」

一
八
六
六
年
一
月
八
日

委
員
長
閣
下

日
本
の
外
務
省
な
ら
び
に
在
パ
リ
領
事
の
御
用
を
勤
め
る
銀
行

家
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
氏
の
勘
定
に
よ
っ
て
私
が
試
作
し
た

打
刻
型
を
用
い
て
、
楕
円
形
銀
貨
の
試
作
品
二
四
枚
を
私
の
プ
レ

ス
機
で
製
造
す
る
許
可
を
申
請
し
ま
す
。

江
戸
に
建
設
す
る
貨
幣
製
造
所
の
計
画
を
立
案
し
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
フ
ラ
ン
ス
製
の
機
材
を
納
入
す
る
任
務
を
大
君
の
政
府

か
ら
請
け
負
っ
て
い
る
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
氏
は
、
こ
の
試

作
品
を
一
月
一
八
日
の
便
で
発
送
す
る
と
と
も
に
、
江
戸
の
造
幣

局
を
建
設
・
組
織
す
る
ま
で
の
間
、
こ
の
試
作
品
と
同
じ
貨
幣
の

製
造
を
パ
リ
の
当
局
に
委
託
す
る
よ
う
、
日
本
政
府
に
提
案
す
る

予
定
で
す
。

敬
具

【
史
料
２
（
４
）
】

（
左
欄
外
見
出
し
）
「
日
本
外
務
省
な
ら
び
に
領
事
指
定
銀
行
家

フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
、
サ
ン
ト
ノ
レ

通
り
二
七
三
」

一
八
六
六
年
一
月
一
七
日

拝
啓

一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
銀

一
五
九
（
一
五
九
）



一
つ
の
貨
幣
を
作
る
に
は
、
以
下
の
打
刻
型
な
ら
び
に
母
型
を

彫
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

一

表
面
の
原
打
刻
型
（
凹
型
）

裏
面
の

〃

二

表
面
の
原
母
型
（
凸
型
）

裏
面
の

〃

三

表
面
の
複
製
用
打
刻
型

裏
面
の

〃

四

表
面
の
複
製
用
母
型

裏
面
の

〃

以
上
あ
わ
せ
て
原
打
刻
型
・
母
型
が
四
点
、

複
製
用
打
刻
型
・
母
型
が
四
点
で
す
。

原
〜
型
と
い
う
の
は
貨
幣
用
語
で
、
も
と
も
と
の
貨
幣
の
形
状

が
変
わ
ら
ぬ
同
一
性
を
保
ち
続
け
る
こ
と
を
保
証
し
、
偽
造
に
対

抗
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
公
式
の
決
定

に
基
づ
く
（
形
状
の
）
修
正
が
な
い
限
り
、
今
日
造
っ
た
硬
貨
は
、

何
年
も
前
に
製
造
し
た
同
じ
額
面
の
硬
貨
と
全
く
同
一
の
形
と
な

り
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
貨
幣
を
打
ち
抜
く
の
に
直
接
用
い
る
型
、

す
な
わ
ち
作
業
用
打
刻
型
は
か
な
り
の
期
間
の
使
用
に
耐
え
ま
す

が
、
平
均
し
て
一
万
、
二
万
、
あ
る
い
は
四
万
枚
の
硬
貨
を
作
る

と
、
磨
り
減
っ
た
り
、
壊
れ
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
硬
貨
が
そ

の
型
や
厚
さ
、
あ
る
い
は
金
属
成
分
に
よ
っ
て
寿
命
の
長
短
が
あ

る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
打
刻
型
に
も
寿
命
の
長
短
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
そ
の
後
は
、
複
製
用
母
型
と
呼
ば
れ
る
型
を
元
に

プ
レ
ス
加
工
の
機
械
を
使
っ
て
複
製
し
た
、
全
く
同
じ
形
の
新
し

い
打
刻
型
と
交
換
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
複
製
用
母
型
は
そ
れ
自
体
、
時
間
と
と
も
に
傷
む
危
険
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
今
度
は
そ
の
複
製
用
母
型
を
、

複
製
用
打
刻
型
を
元
に
機
械
加
工
で
同
じ
形
の
も
の
を
複
製
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
万
一
、
複
製
用
打
刻
型
が
こ
の
作
業
で
損

な
わ
れ
る
よ
う
な
事
態
に
至
っ
た
場
合
は
、
こ
れ
を
作
り
直
す
た

め
に
原
母
型
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
エ
ト
セ
ト
ラ
、
エ

ト
セ
ト
ラ
。

し
た
が
っ
て
、
互
い
に
形
が
同
じ
打
刻
型
と
母
型
の
原
型
な
ら

び
に
複
製
用
型
は
、
そ
こ
か
ら
作
ら
れ
る
作
業
用
打
刻
型
や
貨
幣

と
の
同
一
性
を
完
全
に
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て

も
と
も
と
の
貨
幣
の
形
状
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
な
り
ま
す
。

四
イ
チ
ブ
（
一
分
）
硬
貨
の
試
作
品
を
製
造
す
る
た
め
に
、
私

が
急
い
で
彫
っ
た
二
つ
の
打
刻
型
は
、
以
上
の
よ
う
な
貨
幣
の
必

要
条
件
を
満
た
し
た
も
の
で
は
な
く
、
正
式
な
造
幣
に
供
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
の
こ
と
を
す
る
に
は
時
間
が
足
り

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

一
六
〇
（
一
六
〇
）



な
か
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
打
刻
型
を
彫
る
に
あ
た
っ
て
私
が

目
指
し
た
の
は
、
あ
る
一
定
の
数
の
硬
貨
、
す
な
わ
ち
型
を
用
い

た
造
幣
の
見
本
を
製
造
し
、
日
本
政
府
に
よ
る
検
査
に
供
す
る
こ

と
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
な
す
の
は
不
可
能
で
し
た
。

検
査
の
結
果
、
承
認
が
得
ら
れ
れ
ば
後
で
こ
れ
を
正
確
に
コ
ピ
ー

し
、
文
字
や
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
誤
り
が
あ
れ
ば
訂
正
す
る
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
重
要
な
事
業
が
実
行
に
移
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
に
四
イ
チ

ブ
の
原
打
刻
型
と
原
母
型
、
な
ら
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
複
製
用
型
の

完
全
な
セ
ッ
ト
を
作
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
作
業
に
は
四
ヶ

月
の
時
間
と
三
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
費
用
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
打
刻
型
、
母
型
な
ら
び
に
作
業
用
打
刻
型
の
製
造
は
、
私

が
フ
ラ
ン
ス
政
府
の
予
算
に
よ
っ
て
行
う
同
様
の
作
業
を
つ
か
さ

ど
る
官
庁
の
管
理
と
監
督
の
下
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
保
証
し
ま
す
。

敬
具

い
ず
れ
も
縦
三
九
五
ミ
リ
、
横
二
六
〇
ミ
リ
と
い
う
大
判
の
、

書
籍
の
よ
う
な
厚
手
の
ノ
ー
ト
に
ペ
ン
書
き
で
記
さ
れ
て
お
り
、

【
史
料
１
】
を
収
め
る
の
は
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
の
上
司
に
あ

た
る
貨
幣
記
念
貨
委
員
長
宛
の
文
書
の
控
を
記
録
し
た
冊
、【
史

料
２
】
を
収
め
る
の
は
そ
れ
以
外
、
貨
幣
や
記
念
メ
ダ
ル
の
発
注

者
等
に
宛
て
た
書
簡
の
控
の
冊
で
あ
る
ら
し
い
（
５
）
。
こ
の
二
つ
の
書

簡
控
か
ら
、
江
戸
幕
府
か
ら
銀
行
家
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
を

介
し
て
発
注
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
納
期
が
短
い
た
め
に
本
格
的
生

産
用
で
は
な
く
試
作
用
の
打
刻
型
が
一
八
六
六
年
一
月
八
日
ま
で

に
完
成
し
、
お
そ
ら
く
は
上
司
の
許
可
を
得
て
二
四
枚
の
銀
貨
が

作
ら
れ
、
一
七
日
以
前
に
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
に
納
品
さ
れ

た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
銀
貨
が
「
楕
円
形
」

（
史
料
１
）
で
「
四
イ
チ
ブ
」（
史
料
２
）�
四
×
一
分
�
一
両
で

あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
書
簡
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
が
図
１
の
打

刻
型
で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
。

実
際
、
同
じ
く
バ
ー
ル
家
に
由
来
す
る
図
２
の
よ
う
な
史
料
が
、

パ
リ
郊
外
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
�
ル
�
タ
ン
プ
ルSavigny-le-T

em
ple

所
在
の
経
済
・
財
政
文
書
セ
ン
タ
ーC

entre
des

archives

économ
iques

et
financières

（
フ
ラ
ン
ス
財
務
省
の
文
書
館
）

に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
６
）
。
縦
一
九
四
ミ
リ
、
横
二
七
三
ミ
リ
の
、
和

紙
と
お
ぼ
し
い
薄
手
の
紙
に
一
両
銀
の
デ
ザ
イ
ン
が
描
か
れ
、
日

本
語
に
よ
る
註
記
や
指
示
に
フ
ラ
ン
ス
語
の
翻
訳
が
付
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
が
図
１
の
打
刻
型
を
作
る
の
に
用
い
ら
れ
た
仕
様
指
示

書
な
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
調
査
が
行
き
届
か
な
か
っ

た
た
め
に
私
自
身
の
目
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
セ
ン
タ

ー
に
は
図
３
の
よ
う
な
銀
貨
の
下
絵
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
（
７
）
。

一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
銀

一
六
一
（
一
六
一
）



図
２
・
３
を
見
る
と
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
に
よ
っ
て
試
作

さ
れ
た
一
両
銀
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
な
か
な
か
興
味
深
い
。
形
は
楕

円
形
で
、
一
両
と
い
う
額
面
か
ら
み
て
も
金
貨
（
小
判
）
を
意
識

し
て
い
る
の
は
明
白
だ
が
、
そ
の
縁
に
沿
っ
て
配
し
た
花
の
模
様

（
桜
？
）
は
、「
銀
坐
常
是
」
の
文
字
と
と
も
に
安
政
一
分
銀
の
意

匠
を
取
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
側
面
に
刻
み
目
を

入
れ
る
よ
う
指
定
し
て
い
る
の
は
、
メ
キ
シ
コ
・
ド
ル
な
ど
の
洋

銀
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
一
両
銀
の

デ
ザ
イ
ン
は
小
判
・
安
政
一
分
銀
・
洋
銀
の
ミ
ッ
ク
ス
な
の
で
あ

る
。【
史
料
２
】
の
「
四
イ
チ
ブ
」
と
い
う
表
現
か
ら
も
う
か
が

え
る
よ
う
に
、
従
来
、
日
本
の
対
外
決
済
貨
幣
の
中
心
で
あ
っ
た

一
分
銀
に
代
え
て
、
小
判
と
同
じ
額
面
の
一
両
銀
を
新
た
に
投
入

す
る
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、

貨
幣
の
製
造
方
法
も
、
日
本
の
伝
統
的
な
鋳
型
を
用
い
た
鋳
造
に

代
え
て
、
西
洋
式
に
プ
レ
ス
し
て
製
造
す
る
手
法
を
採
用
し
、

【
史
料
１
】
に
よ
れ
ば
幕
府
は
必
要
な
機
材
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
輸

入
す
る
方
針
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

日
本
側
の
関
連
史
料
か
ら
見
た
銀
貨
試
作
の
経
緯

一
八
六
六
年
一
月
に
西
洋
式
の
方
法
で
銀
貨
の
試
作
が
行
わ
れ

た
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
注
目
す
る
と
、
同
じ
頃
に
交
渉
が
始
ま

図 2 一両銀仕様指示書（Centre des archives économiques et financières所蔵、中島圭一撮影）
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り
、
同
年
六
月
二
五
日
（
慶
應
二
年
五
月
一
三
日
）
に
調
印
さ
れ

た
改
税
約
書
に
お
い
て
、
造
幣
局
の
拡
張
と
貨
幣
の
増
発
を
日
本

が
約
束
し
た
こ
と
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
た
だ
、
実
際
に

は
前
年
春
、
元
治
二
年
三
月
廿
日
付
で
老
中
か
ら
フ
ラ
ン
ス
公
使

レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
に
「
過
日
相
頼
候
貨
幣
鋳
造
之
機
械
」
を
早

く
入
手
で
き
る
よ
う
周
旋
を
依
頼
す
る
な
ど
（
８
）
、
貨
幣
製
造
へ
の
西

洋
式
機
械
の
導
入
は
幕
府
に
と
っ
て
以
前
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
改
元
後
の
慶
應
元
年
閏
五
月
（
一
八
六
五
年
六
月
）
に

フ
ラ
ン
ス
へ
派
遣
さ
れ
た
幕
府
の
使
節
も
、
こ
れ
を
製
鉄
所
建
設

の
た
め
の
機
械
購
入
・
技
術
者
雇
用
や
軍
事
教
官
招
聘
と
並
ぶ
主

要
任
務
と
し
て
担
っ
て
い
た
。
こ
の
使
節
団
を
特
命
理
事
官
と
し

て
率
い
た
外
国
奉
行
の
柴
田
剛
中
の
日
記
（
９
）
や
、『
続
通
信
全
覧
』

類
聚
之
部
に
「
貨
幣
鋳
造
一
件
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
史

料
（
１０
）を
見
る
と
、
銀
貨
試
作
を
め
ぐ
る
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
復
元

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

柴
田
の
使
節
団
が
貨
幣
製
造
に
関
す
る
使
命
を
帯
び
て
い
る
と

い
う
情
報
は
フ
ラ
ン
ス
側
に
も
あ
る
程
度
広
ま
っ
て
い
た
ら
し
く
、

九
月
六
日
（
和
暦
七
月
一
七
日
）
の
パ
リ
到
着
か
ら
一
ヶ
月
の
間

に
当
地
の
「
貨
幣
鋳
造
職
の
も
の
」
等
か
ら
少
な
く
と
も
三
回
の

売
り
込
み
が
あ
っ
た
が
（
１１
）
、
柴
田
は
相
手
に
せ
ず
、
専
ら
一
行
の
案

内
役
と
も
言
う
べ
き
ポ
ー
ル
・
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ルPaul

図 3 一両銀下絵（註（2）論文所収）

一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
銀

一
六
三
（
一
六
三
）



Flüry-H
érard

（
一
八
三
六
〜
一
九
一
三
、
日
本
側
史
料
で
は

「
フ
ロ
リ
ヘ
ラ
ル
ト
」
な
ど
と
表
記
）
と
相
談
し
な
が
ら
事
を
進

め
て
い
る
。
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
は
中
国
・
日
本
な
ど
極
東

と
の
取
引
に
携
わ
っ
た
銀
行
家
で
、
駐
日
フ
ラ
ン
ス
公
使
レ
オ

ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
推
挙
に
よ
り
、
一
行
の
滞
仏
中
に
江
戸
幕
府
か

ら
名
誉
総
領
事
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
人
物
で
あ
る
。

フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
は
、
使
節
団
の
離
日
前
に
早
く
も

「
金
銀
貨
幣
鋳
造
之
事
を
管
轄
す
る
モ
ツ
シ
ウ
ル
レ
バ
ロ
ン
レ
ロ

ー
ル
デ
ブ
ッ
シ
ヱ
ル
」、
す
な
わ
ち
フ
ラ
ン
ス
の
造
幣
局M

on-

naie
de

Paris

長
官
ル
ヌ
ア
ー
ル
・
ド
・
ビ
ュ
ッ
シ
エ
ー
ルR

e-

nouard
D
e
B
ussière

男
爵
と
会
見
し
（
１２
）
、
西
洋
式
の
貨
幣
製
造
技

術
の
導
入
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
詳
細
な
情
報
を
集
め
る
な
ど
（
１３
）
、

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
の
幕
府
か
ら
機

械
購
入
に
関
す
る
指
令
が
な
か
な
か
届
か
ず
、
一
〇
月
二
五
日

（
和
暦
九
月
七
日
）
付
の
柴
田
宛
書
簡
で
「
余
よ
り
申
遣
は
せ
し

事
の
報
告
を
得
る
ま
て
は
余
取
掛
ら
さ
る
へ
し
」
と
述
べ
て
い
る
（
１４
）
。

そ
う
し
た
中
で
、
一
一
月
二
〇
日
（
和
暦
一
〇
月
三
日
）、
柴
田

は
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
と
相
談
し
て
「
鋳
造
局
并
器
械
据
付

方
惣
図
引
立
入
用
」
と
し
て
六
〇
〇
〇
フ
ラ
ン
の
勘
定
を
設
定
す

る
こ
と
を
決
め
、
翌
日
に
は
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
と
と
も
に

「
貨
幣
局
」
に
赴
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
貨
幣
製
造
の
現
場
を
自
分

の
目
で
見
て
い
る
（
１５
）
。
本
稿
の
終
わ
り
で
述
べ
る
よ
う
に
、
明
確
な

指
令
が
出
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
直
前
に

一
両
銀
の
仕
様
指
示
書
が
フ
ラ
ン
ス
へ
届
き
、
そ
こ
か
ら
幕
府
の

方
針
を
読
み
取
っ
て
行
動
を
始
め
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
江
戸
の
外
国
奉
行
山
口
直
毅
か
ら
柴
田
に
宛
て
た

七
月
二
一
日
付
の
書
簡
に
は
「
貨
幣
雛
形
仏
公
使
江
渡
す
」
と
の

旨
が
記
さ
れ
て
お
り
（
１６
）
、
こ
の
書
簡
が
柴
田
の
手
許
に
届
い
た
一
一

月
七
日
（
和
暦
九
月
一
九
日
）
よ
り
少
し
遅
れ
て
、
ロ
ッ
シ
ュ
の

手
を
経
て
送
ら
れ
た
「
貨
幣
雛
形
」
も
フ
ラ
ン
ス
に
着
い
た
よ
う

で
あ
る
。
柴
田
の
帰
国
後
に
ま
と
め
ら
れ
た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、

「
十
月
中
」
に
「
壱
両
銀
雛
形
」
が
届
い
た
も
の
の
、「
頗
る
麁

略
」
で
、
そ
の
ま
ま
で
は
製
版
が
難
し
か
っ
た
た
め
、「
大
形
且

分
明
に
写
取
」
る
よ
う
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
か
ら
依
頼
さ
れ

た
の
で
、
柴
田
が
「
支
配
向
へ
申
付
」
け
て
写
し
取
ら
せ
て
渡
し

た
と
い
う
（
１７
）
。
実
際
、
柴
田
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
二
月
六
日
（
和

暦
一
〇
月
一
九
日
）
に
外
出
の
帰
り
、
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル

の
許
に
立
ち
寄
っ
て
「
新
貨
幣
図
、
頼
ニ
よ
り
認
め
置
き
し
」
を

渡
し
て
い
る
（
１８
）
。
お
そ
ら
く
日
本
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
「
貨
幣
雛

形
」
が
前
掲
の
図
２
で
、
柴
田
の
随
員
が
清
書
し
た
「
新
貨
幣

図
」
が
図
３
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
柴
田
の
報
告
に
よ

れ
ば
、
後
者
を
さ
ら
に
「
写
真
鏡
に
て
、
御
国
注
文
之
分
合
通
、

史
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縮
写
」
し
て
用
い
た
ら
し
い
（
１９
）
。

前
節
で
紹
介
し
た
【
史
料
１
】【
史
料
２
】
を
参
照
す
れ
ば
、

ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
は
そ
れ
か
ら
約
一
ヶ
月
│
│
と
い
う
こ
と

は
本
格
的
な
打
刻
型
の
場
合
の
四
分
の
一
の
期
間
│
│
と
い
う
ス

ピ
ー
ド
で
図
１
の
型
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
一

月
一
三
日
（
和
暦
一
一
月
二
七
日
）
に
は
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー

ル
か
ら
柴
田
の
許
へ
「
新
銀
一
両
貨
幣
二
枚
」
が
届
け
ら
れ
、
そ

の
翌
々
日
に
パ
リ
を
出
発
し
た
柴
田
が
こ
れ
を
日
本
に
持
ち
帰
り
、

幕
府
に
「
差
上
」
げ
た
と
い
う
（
２０
）
。
一
月
一
八
日
の
便
で
発
送
す
る

予
定
と
す
る
【
史
料
１
】
の
記
述
と
は
多
少
齟
齬
す
る
が
、
日
本

側
の
史
料
か
ら
見
た
銀
貨
試
作
の
経
緯
は
以
上
の
よ
う
に
な
る
。

も
う
一
つ
齟
齬
す
る
の
は
、
試
作
さ
れ
た
銀
貨
の
枚
数
で
あ
る
。

【
史
料
１
】
で
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
は
二
四
枚
を
作
る
許
可
を

申
請
し
て
お
り
、
五
日
後
に
試
作
品
が
柴
田
の
許
に
届
け
ら
れ
て

い
る
事
実
か
ら
み
て
、
申
請
は
ス
ム
ー
ズ
に
認
め
ら
れ
た
は
ず
だ

が
、
柴
田
が
記
す
銀
貨
の
枚
数
は
「
二
枚
」
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、「
貨
幣
鋳
造
一
件
」
所
収
の
計
算
書
・
領
収
書

類
が
参
考
に
な
る
。
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
の
計
算
書
に
よ
れ

ば
、
彼
は
「
横
浜
に
於
て
之
貨
幣
局
入
用
」
と
し
て
六
〇
〇
〇
フ

ラ
ン
を
一
月
一
四
日
に
預
か
っ
た
が
、
一
五
日
に
は
そ
の
う
ち
一

七
五
九
フ
ラ
ン
を
「
ア
ル
ベ
ル
ト
バ
ル
レ
」
す
な
わ
ち
ア
ル
ベ
ー

ル
�
バ
ー
ル
に
、
三
〇
フ
ラ
ン
四
〇
サ
ン
テ
ィ
ー
ム
を
シ
ヱ
ウ
リ

オ
ン
（
お
そ
ら
く
シ
ュ
ヴ
リ
ヨ
ンC

hevrillon （
２１
）
）
に
支
払
っ
て
い

る
。
シ
ヱ
ウ
リ
オ
ン
の
領
収
書
に
よ
れ
ば
、
彼
は
貨
幣
を
納
め
る

紅
革
製
の
箱
を
製
作
し
、
箱
二
つ
分
の
基
本
料
金
一
二
フ
ラ
ン
、

追
加
の
箱
五
つ
分
の
代
金
二
〇
フ
ラ
ン
の
、
合
わ
せ
て
三
二
フ
ラ

ン
か
ら
「
五
分
口
銭
（
２２
）
」
一
フ
ラ
ン
六
〇
サ
ン
テ
ィ
ー
ム
を
差
し
引

い
た
額
を
受
領
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
箱
が
七
つ
も
作
ら
れ

て
い
る
以
上
、「
二
枚
」
と
い
う
の
は
柴
田
の
書
き
誤
り
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
の
領
収
書
は
、
彫
刻
代
一
五

〇
〇
フ
ラ
ン
、
形
代
（
打
刻
型
の
材
料
費
等
か
）
一
〇
〇
フ
ラ
ン

と
と
も
に
、「
銀
板
弐
拾
枚
」
の
代
金
一
三
九
フ
ラ
ン
、
プ
レ
ス

の
代
金
二
〇
フ
ラ
ン
（「
壱
枚
ニ
付
壱
フ
ラ
ン
」）
を
計
上
し
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
柴
田
が
実
際
に
受
け
取
っ
た
一
両
銀
は
二
〇

枚
と
み
ら
れ
る
。
柴
田
の
日
記
に
は
「
二
」
の
下
に
「
十
」
が
書

き
落
と
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
で
は
、
ア
ル
ベ
ー
ル
・
バ
ー
ル
が

作
っ
た
二
四
枚
の
銀
貨
の
う
ち
、
二
〇
枚
を
納
品
し
た
残
り
の
四

枚
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
史
料
１
】
に
「
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
氏
の
勘
定
に
よ
っ

て
」
と
あ
る
の
を
重
視
し
て
、
こ
れ
を
打
刻
型
の
み
な
ら
ず
、
二

四
枚
の
試
作
品
も
含
め
て
の
こ
と
と
考
え
れ
ば
、
四
枚
は
仲
介
役

一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
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の
フ
リ
ュ
リ
ー
�
エ
ラ
ー
ル
が
自
分
用
に
注
文
し
た
可
能
性
が
あ

ろ
う
。
銀
行
家
で
、
し
か
も
極
東
と
の
取
引
に
積
極
的
な
人
物
で

あ
れ
ば
、
日
本
の
新
銀
貨
の
サ
ン
プ
ル
を
手
許
に
残
し
た
い
と
思

う
の
は
自
然
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
四
枚
の
枠
の
中
に
入
る
の

か
、
あ
る
い
は
枠
外
で
作
ら
れ
た
か
は
不
明
だ
が
、
ア
ル
ベ
ー

ル
�
バ
ー
ル
自
身
の
手
許
に
留
め
置
か
れ
た
試
作
品
が
あ
る
の
は

確
実
で
、
子
孫
の
家
に
は
一
両
銀
が
少
な
く
と
も
一
枚
は
伝
来
し
、

ア
ン
リ
・
ル
ニ
ュ
ー
ル
�
バ
ー
ル
の
文
章
に
写
真
が
付
載
さ
れ
て

い
る
（
図
４
）。
ア
ル
ベ
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
の
た
め
に
貨

幣
や
切
手
の
原
版
を
製
作
す
る
と
と
も
に
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た

よ
う
な
外
国
貨
幣
や
、
国
内
外
の
様
々
な
記
念
メ
ダ
ル
の
製
造
に

携
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
顧
客
た
ち
に
見
本
と
し
て
提
示
で
き

る
よ
う
、
過
去
の
作
品
を
手
許
に
残
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

柴
田
が
持
ち
帰
っ
て
幕
府
に
提
出
し
た
二
〇
枚
の
一
両
銀
の
行

方
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
古
金
銀
で
は
日
本
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
を
も
つ
日
本
銀
行
の
所
蔵
品
に
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
コ
レ
ク

タ
ー
の
世
界
で
も
現
在
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
（
２３
）
。
幕

府
滅
亡
の
混
乱
の
中
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ア
ン
リ
・
ル
ニ
ュ
ー
ル
�
バ
ー
ル
が
載
せ
た
写
真
の
一
両
銀
は
、

彼
の
死
後
、
行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
試
作
品
の
現
物

図 4 一両銀（註（2）論文所収）
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が
再
発
見
さ
れ
る
可
能
性
は
日
本
よ
り
フ
ラ
ン
ス
の
方
が
む
し
ろ

大
き
そ
う
で
あ
る
。

お
わ
り
に

柴
田
剛
中
は
慶
應
二
年
正
月
（
一
八
六
六
年
三
月
）
に
帰
国
し
、

一
両
銀
の
試
作
品
二
〇
枚
を
幕
府
に
提
出
し
て
復
命
す
る
。
一
方
、

五
月
一
三
日
（
六
月
二
五
日
）
に
は
改
税
約
書
が
締
結
さ
れ
、
幕

府
は
造
幣
局
を
拡
張
し
て
、
慶
應
三
年
一
二
月
七
日
（
一
八
六
八

年
一
月
一
日
）
か
ら
外
国
貨
幣
や
地
金
と
の
両
替
が
自
由
に
で
き

る
よ
う
、
貨
幣
を
増
発
す
る
こ
と
を
約
束
す
る
が
、
期
限
ま
で
三

ヶ
月
を
切
っ
た
同
年
九
月
中
旬
に
至
っ
て
、
準
備
が
全
く
整
っ
て

い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
調
べ
て
み
る
と
、
慶

應
元
年
九
月
五
日
（
一
八
六
五
年
一
〇
月
二
三
日
）
付
で
柴
田
か

ら
江
戸
の
外
国
奉
行
に
宛
て
て
「
貨
幣
鋳
造
器
械
御
買
上
方
之

儀
」
に
つ
い
て
注
意
を
喚
起
し
た
書
簡
が
一
一
月
一
〇
日
（
一
二

月
二
七
日
）
に
届
い
た
の
で
、
勘
定
奉
行
に
申
し
送
っ
た
が
話
が

進
ま
な
か
っ
た
こ
と
、
勘
定
奉
行
の
方
で
は
柴
田
の
滞
仏
中
に
機

械
の
発
注
等
が
実
施
さ
れ
た
と
誤
解
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
判
明

し
た
（
２４
）
。
や
む
を
得
ず
幕
府
は
慶
應
三
年
一
一
月
四
日
（
一
八
六
七

年
一
一
月
二
九
日
）
付
で
外
国
貨
幣
引
替
の
延
期
を
各
国
の
公
使

等
に
伝
え
る
（
２５
）
が
、
そ
の
二
ヶ
月
後
に
は
戊
辰
戦
争
が
始
ま
り
、
一

両
銀
の
発
行
計
画
は
江
戸
幕
府
と
と
も
に
消
滅
す
る
こ
と
に
な
る
。

政
権
を
引
き
継
い
だ
明
治
新
政
府
は
改
税
約
書
の
履
行
責
任
も

継
承
し
た
の
で
、
貨
幣
の
増
発
を
迫
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
明
治

四
年
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
人
技
術
者
の
指
導
の
下
に
西
洋
式
の
円
形

貨
幣
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
か
く
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
技
術
を

導
入
し
て
発
行
さ
れ
る
は
ず
だ
っ
た
楕
円
形
の
一
両
銀
は
、
文
字

通
り
の
幻
の
銀
貨
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
打
刻
型
の
調
査
に
際
し
て
は
、
パ
リ
貨
幣
博
物
館
の
ジ
ャ
ン
�

リ
ュ
ッ
ク
・
デ
ニ
エJean-Luc

D
esnier

氏
の
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
法
量
や
材
質
も
同
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
２
）
以
下
、
バ
ー
ル
家
な
ら
び
に
フ
ラ
ン
ス
側
の
史
料
に
つ
い
て
は
、

主
と
し
てJoyaux

,François:
T
rois

essais
m
onétaires

des
frères

B
arre

avec
caractères

chinois

（1866

�1879

）,«B
ulle-

tin
de

la
Société

Française
de

N
um

ism
atique»

64

�1,
Paris,

2009

に
よ
る
。

（
３
）
郵
便
博
物
館
バ
ー
ル
家
帳
簿
類R

egistres
B
arre

架
蔵
番
号

2002.163.10

（
４
）
同
前2002.163.9

（
５
）
二
〇
〇
九
年
九
月
に
現
物
を
閲
覧
・
調
査
し
、
写
真
撮
影
・
計

測
を
行
っ
た
。

（
６
）
同
前
。
バ
ー
ル
家
資
料Fonds

B
arre,série

S
6,carton

9.

貨
幣
博
物
館
の
所
蔵
印M

O
N
N
A
IE

D
E
PA

R
IS

/
A
R
C
H
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E
S

一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
銀

一
六
七
（
一
六
七
）



が
捺
さ
れ
て
お
り
、
本
来
は
打
刻
型
と
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
現
在
は
文
書
資
料
の
み
財
務
省
の
セ
ン
タ
ー
に
移
管
さ
れ
て

い
る
。

（
７
）
前
掲
註（
２
）論
文
所
載
。

（
８
）
『
続
通
信
全
覧
』
類
聚
之
部
・
貨
財
門
・
雑
類
「
貨
幣
鋳
造
一

件
」
所
収
。

（
９
）
「
仏
英
行
（
柴
田
剛
中
日
載
七
・
八
）」『
西
洋
見
聞
集

日
本

思
想
大
系
６６
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
四
年
。
以
下
「
日
載
」
と
略

記
す
る
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
の
写

真
帳
を
参
照
し
、
本
来
の
用
字
に
改
め
て
あ
る
。
写
真
帳
の
閲
覧

に
あ
た
っ
て
は
、
同
所
の
保
谷
徹
・
横
山
伊
徳
両
氏
の
ご
協
力
・

ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
１０
）
『
続
通
信
全
覧
』
類
聚
之
部
・
貨
財
門
・
雑
類
。
な
お
、
同
書

の
編
年
之
部
に
も
若
干
の
関
係
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
類

聚
之
部
の
修
好
門
・
使
節
に
収
め
る
「
柴
田
日
向
守
使
節
一
件
」

に
も
参
考
と
な
る
史
料
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
後
者
は
残
念
な
が

ら
欠
巻
と
な
っ
て
い
る
。

（
１１
）
「
日
載
」
慶
應
元
年
七
月
二
四
日
、
八
月
二
日
、
同
一
七
日
条
。

（
１２
）
人
物
比
定
は
ジ
ャ
ン
�
リ
ュ
ッ
ク
・
デ
ニ
エ
氏
の
ご
教
示
に
よ

る
。

（
１３
）
一
八
六
五
年
六
月
一
八
日
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
宛
フ
リ
ュ
リ

ー
�
エ
ラ
ー
ル
書
簡
（「
貨
幣
鋳
造
一
件
」
所
収
）。

（
１４
）
「
貨
幣
鋳
造
一
件
」
所
収
。

（
１５
）
「
日
載
」
慶
應
元
年
一
〇
月
三
日
・
四
日
条
。
な
お
、
こ
の

「
貨
幣
局
」
は
、
ポ
ン
・
ヌ
フ
に
程
近
い
セ
ー
ヌ
川
南
岸
に
あ
っ
て
、

現
在
は
パ
リ
貨
幣
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
建
物H

ôtelde
la

M
onnaie

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
場
の
案
内
を
し
た
シ
ヱ
リ
オ

ン
（
同
一
五
日
条
）
は
、
後
出
の
シ
ヱ
ウ
リ
オ
ン
と
同
一
人
物
で

あ
ろ
う
か
。

（
１６
）
「
日
載
」
慶
應
元
年
九
月
一
九
日
条
。

（
１７
）
慶
應
三
年
一
一
月
二
三
日
貨
幣
改
鋳
器
械
之
儀
顛
末
書
（「
貨

幣
鋳
造
一
件
」
所
収
）。

（
１８
）
「
日
載
」
慶
應
元
年
一
〇
月
一
九
日
条
。

（
１９
）
前
掲
註（
１７
）史
料
。

（
２０
）
「
日
載
」
慶
應
元
年
一
一
月
二
七
日
・
二
九
日
条
。
前
掲
註

（
１７
）史
料
。

（
２１
）
フ
ラ
ン
ス
国
立
社
会
科
学
高
等
研
究
所
の
ギ
ヨ
ー
ム
・
カ
レ
氏

の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
２２
）
断
案
は
な
い
が
、
間
に
商
人
等
が
入
っ
た
場
合
の
仲
介
手
数
料

の
分
を
値
引
き
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
２３
）
日
本
銀
行
貨
幣
博
物
館
の
関
口
か
を
り
氏
、
な
ら
び
に
近
世
史

研
究
者
で
古
銭
収
集
の
世
界
に
も
詳
し
い
勝
亦
貴
之
氏
の
ご
教
示

に
よ
る
。

（
２４
）
慶
應
三
年
一
一
月
二
三
日
貨
幣
改
鋳
器
械
之
儀
に
付
申
上
候
書

付
・
同
顛
末
書
（「
貨
幣
鋳
造
一
件
」
所
収
）。

（
２５
）
慶
應
三
年
一
一
月
四
日
付
小
笠
原
壱
岐
守
書
簡
（「
貨
幣
鋳
造

一
件
」
所
収
）

史
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【
史
料
１
原
文
】

（
左
欄
外
見
出
し
）

A
M
r
Le

Président
de

la
C
om

m
ission

des
M
onnaies

et

M
édailles

M
onnaies

Japonaises

8
Janvier

1866

M
onsieur

le
Président,

J’ai
l’honneur

de
vous

dem
an-

der
l’autorisation

de
frapper

sous
m
es

balanciers,
24

pièces
d’essai

d’une
m
onnaie

ovale
en

argent
dont

je
vi-

ens
de

graver
les

coins
provisoires

pour
le

com
pte

de

M
r

Flury-H
érard

,
banquier

du
M
inistère

des
A
ffaires

E
trangères

et
C
onsuldu

Japon
à
Paris.

C
hargé

par
le

G
ouvernem

ent
du

T
aïcoun

,
de

faire

dresser
les

plans
d’un

atelier
m
onétaire

qui
sera

con-

struit
à
Y
eddo,

et
d’en

fournir
le

m
atériel

exécuté
par

l’industrie
française

,
M
r

Flury-H
érard

a
l’intention

d’expédier
ces

essais
par

le
courrier

du
18

Janvier,
et

il

doit
proposer

en
m
êm

e
tem

ps
au

G
ouvernem

ent
Ja-

ponais,
de

confier
à
la

D
irection

de
Paris,

la
fabrication

de
m
onnaies

conform
es

aux
essais

pendant
le

délai
que

nécessiteront
la

construction
et

l’organisation
de

l’hôtel

m
onétaire

de
Y
eddo.

V
euillez

etc.

【
史
料
２
原
文
】

（
左
欄
外
見
出
し
）

M
r

Flury-H
érard

,
B
anquier

du
M
inistère

des
A
ffres.

E
trangères

et
C
onsuldu

Japon.273,r.St.H
onoré

17
Janvier

1866

M
onsieur,

La
création

d’un
type

m
onétaire

entraîne

nécessairem
ent

la
gravure

des
m
atrices

et
poinçons

ci-

après
:

1°
1
M
atrice

originale

（ou
creux

）de
l’avers

1
d°

d°
du

revers

2°
1
Poinçon

original

（ou
relief

）de
l’avers

1
d°

d°
du

revers

3°
1
M
atrice

de
reproduction

de
l’avers

一
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1
d°

d°
du

revers

4°
1
Poinçon

de
reproduction

de
l’avers

1
d°

d°
du

revers

Soit
en

total
4
m
atrices

et
poinçons

originaux,
4

m
atrices

et
poinçons

de
reproduction.

C
’est

ce
qu’en

term
es

m
onétaires

nous
appelons

les

originaux.
C
es

originaux
sont

nécessaires
pour

assurer

cette
identité

inaltérable
des

types
prim

itifs
qui

déjoue
la

contrefaçon.

C
’est

ainsi,
qu’à

m
oins

de
m
odifications

introduites
en

vertu
d’un

décret,
une

pièce
frappée

aujourd’hui
est

exactem
ent

sem
blable

à
celle

de
m
êm

e
valeur

frappée
il

y
a
plusieurs

années.

V
ous

savez,
M
onsieur,

que
les

coins
servant

à
frapper

directem
ent

la
m
onnaie,

ou
coins

de
service,

ont
une

durée
plus

ou
m
oins

longue,
m
ais

qu’en
m
oyenne,

ils

s’usent
ou

périssent
après

avoir
m
onnayé

10,000,
20,000

ou
40,000

pièces.
Selon

que
les

pièces
par

leur
m
oule,

leur
épaisseur

ou
leur

alliage
présentent

plus
ou

m
oins

de
résistance,

toujours
est-il

qu’après
un

service
plus

ou

m
oins

long
,

ces
coins

doivent
être

rem
placés

par

d’autres
entièrem

ent
sem

blables
que

l’on
reproduit

m
écaniquem

ent,
par

pression
,
au

m
oyen

des
poinçons

dits
de

reproduction.

C
es

poinçons
de

reproduction
sont

eux-m
êm

es
ex-

posés
à
s’altérer

avec
le

tem
ps.

D
ans

ce
cas,

ils
sont

à

leur
tour

reproduits
m
écaniquem

ent
et

identiquem
ent

au

m
oyen

des
m
atrices

de
reproduction

et
si,

par
im

pos-

sibles,
les

m
atrices

de
reproduction

venaient
à
souffrir

de
cette

opération
on

aurait
recours

pour
les

refaire
aux

poinçons
originaux

etc.etc.

Les
m
atrices

et
poinçons

originaux
et

de
reproduction

identiques
entre

eux
sont

donc
la

garantie
de

l’identité

parfaite
des

coins
de

service
qui

en
dérivent

et
des

m
on-

naies
dont

le
type

originaire
ne

souffre
pas

d’altération.

Les
deux

coins
que

je
viens

de
graver

d’urgence
pour

frapper
les

pièces
d’essai

de
4
itchibus

ne
se

trouvent

pas
dans

ces
conditions

m
onétaires

et
ne

pourraient
se

prêter
à

une
fabrication

régulière
,
le

tem
ps

m
anquait

pour
faire

plus
;en

gravant
ces

coins,
je

n’avais
et

ne

pouvais
avoir

d’autre
but

que
de

perm
ettre

la
fabrication

d’un
certain

nom
bre

de
pièces

ou
de

spécim
ens

du
m
on-

史
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nayage
en

virole
et

de
soum

ettre
au

gouvernem
ent

Ja-

ponais
un

type
qui

ultérieurem
ent

serait
copié

exacte-

m
ent

s’ilétait
approuvé,ou

rectifié
si

des
fautes

s’étaient

glissées
dans

les
signes

ou
dans

la
disposition

générale.

S’il
était

donné
suite

à
cette

im
portante

affaire,
il

y

aurait
donc

lieu
de

graver
et

de
reproduire

une
série

com
plète

de
m
atrices

et
poinçons

originaux
et

de
repro-

duction
de

la
pièce

de
4
itchibus.

C
e
travail

exigerait
4

m
ois

et
représenterait

une
dépense

de
trois

m
ille

fr.

C
es

m
atrices,

poinçons
et

coins
seraient

faits
sous

toutes
les

garanties
de

contrôle
et

de
surveillance

adm
i-

nistratives
qui

président
aux

travaux
sim

ilaires
que

j’exécute
pour

le
com

pte
du

G
ouvernem

ent
Français.

V
euillez

agréer
etc.etc.

【
付
記
】
本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究

�
「
寛
永
通
寳
の
生
産
と
流
通

東
ア
ジ
ア
銭
貨
の
共
時
性
を
視

座
に
」（
研
究
代
表
者

櫻
木
晋
一
）
の
研
究
成
果
を
含
ん
で
い

る
。

一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
製
一
両
銀

一
七
一
（
一
七
一
）


